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rotenoうe ぉよか nicotincにたいす亨胡拭性の相過
をしらべた紙狐 印の和的 こよって的杭性がかわるこ
とは勿論であるが,あたえる糾の山がとくに大きな影

野をおよはすことをみている｡LoJdll)もまたショウ

tiTヨウJl'ェDrosoL･hJ'la〝′cILW'OgL7SleriYcigcnを飼育

するとき.柁兆の小にいれる彬L'lのJIllを加減すると羽
化した成出のニコチ./にたいする抵抗FJ:が変化するこ

とをみているや

i■ⅤⅠ.′′摘 一 夢 ノ

摘果増兆で飼育したイ工,,'ェと豆閤粕埼玉で飼育し

･たィ,L'Jく･-の, pDT にたいす右抵榊 t.海港艶を比
較実放した結狐 前者は後者に比してお むゝねDDT

に対する抵抗性はたかいことをLL)えた.したがって

殺虫剤.Q)生物討取をおこなう場合,-強力な抵抗性を和

する何体群が必要である場合は,立脚rl培基によって
飼育することはのぞましいことではない｡ーかかる益先

･ゐ生来する拭因については.＼生理 巨鹿乃至形態学約万

揃よりする究明と,あわせて生化学的方法による実験

的の買付けが必要であろうo
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Resumd

lnthepresentp:lPCr,thewriterdescrided

thetechniquesforr甲ringthecommonhotJSC一

月y(M"seado"test,'caL･)withhorse車Ianure-and

]Jy-productofsoy;lbean,anddiscllSSed the

bi触rcnceofsuscreptil,ilitiesofthesefliesto

knockdowncflectof♪,P'-DDTpoYder･tlorse
mILnurCmediumisamodi丘cation,ofthatdes-

criT光dIJyGrlldyandsoya-beanbyrproduct

mediumismadehy.mlXlngWithbオーpFOduct

of.soya bean,yeast,ricebran and-chi占S-oi

'riCestra､Ⅴ'･Thesusceptibilityofadultshouse一

点yrearedfromthelatteris.higher･than/that∫
oftheformer.ItwillbeI10tSuitablefortest-

ing theeflectivenessofhightoxicsubstances

-thatwelISethe月ies-rearedーLrom soy･lbean

by-productmediurh.

The.ControlofAmki】】eanWeevil(CaZZosob,"(7M Eh;〝ms'''L.)byBenzeneHexa-

chloride･Ku_nikazut伽 KI (Settu7T.xpcrimentalFarm,I(yoto t九一iyerSity)7くcccived

sept.4,19t''2,Boly･EIKagah'Ll17,10.'3,1!I52(withEtnglishresumelot-))

20IBHCに依るアズキゾウムシ助除試験●植木邦和 (京大車重戦 附属野挿虚楊).･
27.t).4受nl ＼

【コ
･構 音

アズキゾウ･ムS,のLJJ'除に関しては,従詫二硫化択黙

し -や ク TI -ルビクリン顎の押詑性和樹 ヒ榊 勿が.和効で
` ぁるとされている 1̀)′8'｡然し.これらの黙礼 ま,･珊Jk
･が拓く.一般良家にとっては仏日が附Hl邦である｡従
って.布効で危険性がなく,位nJの容易な洪剤があれ

は,比較的中立の小豆を貯蔵する｣般袋家にとらては.,

枯めて灯都介である｡

JllI･3rc小払代笹は稀薄な独控の′BHCγ休が,コクリ
ヤのFJJ一駅に却めて1J'効であることを苛めている(5)(fi)｡

耐 して柘'lSな･TIHClは危険日.･.がなく,取扱いも榔め

て解易であるので既に一部実m化している｡.E･.訂己の申
il

t03'
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矧 こ?.E･き輩者は rBH(ラ1% 液がアズキL)'サム5,

の班除にも効果があるのではないかと考え試験を行っヽ

た｡その括弧王権妙で良好であったので茨にその間嬰＼
を報告する次第である｡ ′

究扱申恐切なる指導を呪った香川冬失敬経.赤聴-1j:

己LF).･教授並びに福田mt助教授に対 し頗謝すると共に,

I JiliC を提供された京大良薬化学研兜執 こ画し偉く轡
礼を印し上げる｡

･実額材料及び方碍

(a) 突放材料 用いた BHCは,京大袋薬化学 ､

析兜輔'.で桁靭された γ体合丑 1% のト1)クV.リ, べ
y･J'-ル液であり,用いた小豆は京大袋学部附属摂津

t 脚 韻雌の ｢大納言｣の赤大粒系及び白大粒系である｡

(b) 実弟方法 1951年度は各試験区共,前記小

●立班-T･2合を500cc入三角7ラスヲに入れ, 第1炎 t

の如き地理を行い,綿栓をした｡A,!B,C区にあっ

- rては.一辺 5cm ､の由 形の張的 こ,JIHCの野液
~ を桝'心血油下し,Iこれを三内フラスコの巾に入れた｡

LilL.蛤位区である自然故荘区は栓をしなかった｡

第1表 :1951年の小豆処理要項

棚 KL 処 一理 法 t 僻∴ 考

A
D
C

D

F.:

F

BHC液 0.20cc､

nHC液 0.10cct
73HC液 0.04C9
硫酸紙包袋

軸 処 理

自然放 耽

小玉1汁に什 ¶10cc

小五･1斗に什 61cc

小豆1斗に付･】2cc

綿.栓 .の み

柑 栓 せ ず .

I1932句･･･HEに於いては,-ユ951年度の.13HC■の試験結

/火に鶴き;妨2炎の如く,BZicの畳を多少加減して

如拙を行った｡:

弟2表 :･1952年の小豆処理嬰項 1/I

処 理 一法′ l′僻 J- 考

J.lJ'.

II,Il′

Ⅰ11-1ⅠⅠ′

IV,IV′

V,Ⅴ′

Vl,Vl′

BHCR 0.10cc

BHC液､0.08cc

βHC/液 0.06cc

BHC液 0.04cc

rlHC液 0.02cc

無 へ処 ::也

小豆1斗に付 '5cc

l'ltE.1斗に亙 ､･4cte

小五1斗に付 3cc

小豆1斗k付 12cc

小豆1斗に付 1cc

J締 栓 -の ､み.;｡

地理開始期は,195]年度は1月8月,1932年度はlL

月23日である｡ . ′

次に BHC のアズキダウムシに対する防除効果を

みるために,]951年度は8915占,10.-'叩 姥は8月】
円に.4揃 験区の小革 10Jg･小の被告状況を調査し
た｡.(...lJIHC匁理が,小豆の発芽に及ぼすEJ;･FHを調査/

すらためにA,B.C.E 区の任誼の60粒宛について詔

∬は 'tI

＼

節 17班

芽試験を実施した.この場合小,B,C各区の小豆は触
哲粒であるが,控堆区である F.区のものは,節3炎

の如く,アズキゾウA_i,Pの暁告や産卵のため無日払I,

全然みとめられなかった｡＼

/ 実験結果及び考轟 l
(a.) アズキゾウムr5,や防除効果 上記による1!)51
年度の調査結果は,約3翁の叫くであるoy紋日粒とは

和滴iにアズキゾウムS,喰穴を和するもの.一文ほ乳ET巴･■■ヽ
の卵が附帯しているものをいう｡ Y.

第3表 ;/lt豆被害状況 (1951)

1091年姥の結果では.AiB印区即ち小豆柾-T･1斗
t=付き,γ⊥Bllt.1%1､リグLfゾ,ヤ ブール披10cr.
＼5cc処理を行った区は全然アズキゾウムシの発生なみ.

ない｡.しかしq 区即や 2cc卑摺 区でくで 2･0% の的

転位がみとやられるJ一方,小豆を棚 紬tに包処し'て

貯琴した D区は 14･5L%.-の被臼がみとめられ,I.地L､･ l ヽ
理区の E及び F 区に於いてはアズキlJ'?ムS'の殉

生が甚しくT,被告率ユ00%とI.う状態である｡

195昨 腔の調杏結光は,節4炎及び妨1団の如(や
ある｡

､ .●･第4表 :小豆被告状況 (lrJ5'.)).'

〔社〕 小,p-.品種:I-ⅤⅠ大納言か大粒系
Ⅰ:～VI′大約昔日大粒系
II

` ノ.
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∫ . γ:】HCtr処理濃くcc)
第1図1.小 五 砂 岱 率 (rJ52).

LllI,ち,小豆1斗に付きy-BHC液 5cc知斑のf及

びlI′弼広重びに 4cc処切!の区は.被臼粒がみとめ
られず,前年腔と同様∴良好な結ガ王を示している｡し

かし γ-131IC液が1土トに付き二cc以下の況姥になる-

と..アズチ ･).ゥムS,の発聖がみとめ られ,被告率は

】日ICが少くなる程前い｡一方無処理区はltJ51年皮-

とIh･]様100% の班毎を15けている｡､

(.I,ilはTC液を小豆杵-T･2升人の貯蔵療器の内部に,

pl主対符で撒布しこの巾に小豆を貯概しても,､上記と同

校な効果がある｡

(b) BIICの小豆の発芽に及は'す影待

小豆を13HCに依り処理した場合, 和子の発芽に,
臼があるも､否かを,1931年に調奄した祐In壬は.第5炎

の如ぐCあるO ,
Bllち.t小豆1斗に付きγ-BHC1.%.液ldcc,I5cc＼･

及び 2C_C処理を行った A,li区では,発芽判ま100Pi

である｡.一方出田の甚しかった無処理の区では,nti芽

半:i.は発芽が不艮であるが-BHC の波圧が前述の如き ,

ノ.第5表 :JmC処理小豆発許成約 (1951)■･ヽ

･範四では･苅井には何S:p･影野的 えない こ:と､が分
.るO ､

■以上は1951で扱 び1952年:･=放ける. BIiC･に依る`

ア'x'キゾウム･/の防除試験結果の大要を記述したもbh'

である｡実験の結果=_タブ.ケ防除の場合と同掛三.

JmC液を小豆の貯蔵に位F7け る与とは⊥般良家によ

って,榔めて劫火的な方法と考えられる｡即ち小豆蕗
--(･1斗に対し. i-1iliC1%液一5ccを加えれば',発

訊 こは何等文相をきたさずオズキゾウム5,の被告を完

全に回避出来るのである｡

摘 果

1･ 本研究は,1951一年及び1932句･:の2ケ科こEb,′
bHC のアx･キゾサムりこ対する防除効製を調香した
ものである｡

2/以州 したIiHCは京大良薬化学研究室裳のシ体
1%のトリクレンべyブール施 用いた小由も 京大

'圭野は 吻蕗や ｢大納言｣の赤ガ 丘系及び仁!大粒系であ
/る｡

3･､実験の細nl･.小立輔:(･13トに付き,γ-13fIC液
杏-5cc加え約枚しておけばTA･キゾウムS,の被害はL

完全にぬ LすることがLl採,.lLfrT汀･の柁7J.:にはW,辞
である｡ ＼
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1

1.Astudycontiolling
theAzukib-e'an'weevil(Calユ

tosobruchllSChinens･'sL.)was

IOL-1
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madellSing･BHC̀ in_1951and1952/ 1

2.-TheChemical,lYhichwasproducedby

I,bentene hexachlorid-e二_(γco示 nt:1%),._was
comp9戸edin the工･aboratdry,ofAgrieultllral

''rchemicals,KyotoUniveTrsity･Thetreatedazu-:

-kibean･(Phaseolusa.nguZarisW･F･Wight:)･
whichisvat.､DAINAGON,wasprducedat

､ -ーsettuExperimentalFarm,-Kyo_toUniversity;

3･ Applying5ccofl% γ-BHCミtrichloro二

ethyleneher)zeneSolusionper.To(0･5bush･)of

azukibeanseeds,-theControllingeffectisvery

:4.+Thisin-secticida1-1iquidこ(γ-BHt:･1%)

hasstrongーinsecticidalactivityto-azukibean

l叩eVil,andmoreoverthegerminationofazuki
bean亨Cedsisnorrhalirithecasetreatingwith
BfIC∴

'polarOgraPhicDeterminationofAllethrin.1･(Sttldieson Determinatio五ofこPy--
ret,hroids･Ⅰ･)ToshihikoOIWA,YuzoINO叩･JiyouzoUJmA･-andMinoru OENO(TAkei

l-a7)oratoryLInstituteforChemiCal Research,KyotoUniversity)ReceivedSept･8,

1952.Bolyu-Kagahu,17,106(1952).

91･;アレス1)y,のポーラtlグラフ法による定量･ 1･(ヒレf11)ン源線物質の定量に

閑する研究･第 1報) 一次岩佐資,jf･上雄三,
武居研究室)-27.9.8-受理 ~

-:鮎近 pyrethroids･り化学が長足の進歩を遂げ,.そ

の一班で8-,る allethrin はエ喪的に合成され一やが

･ て〟;く′-脚 こ佐用されようとしている【?all"hlrin'? ･-I

泣出淡として.Iも･夫々の分野から,･S･rlest'in等 ｡̀∴

_-∫.H.M6ore(.2,,F･.B･iaFPrge等く3'及び山山等(一'

.の地軸 ;ある｡前二者の方法は拓也 的にも鼠点があ ー

る_と柑 こ,拭作が仲々姶狩である｡山田等の方取 去ポ

･-ラT/グ字 7紫 によるもので.~･py車ethroidsの淀放

.に始めてこの方法を採目した卓は特誰されるべきでも

･_る叫 拙 内な検討が不足していると思われる｡駁近･

＼ -thrin ?十典性体 (a-dlTtranS-allefhrin)を結晶状 ･
に単離 した｡著者等･もこれにならって,この典性体を

J単印し,･これを披準試野としてallethrinの_qlト ラt7 -
l

グラ17法による定量?研究を行った姐 満足すべき結 ′丁

弟を得た?で,.まだ多くの嘩討すべき点もあるが真紅 了

招炎して大方知者の批判を仰ぐ纏 である｡正の方法

の利1l.(として略に強調した.L､ことは次の二つである0.1

即ち約-には allethrin をエステルの形そのま｣で :

紙接･jh'L･するこ̀とにJ?て鰐皮を上げうる羊と,r節= -

1=_はこの様な物理的手段の採仙 こよって'灘 嘩 ;冊易
述速化されることである｡ ･

孝一dlTtran_S-?llejhrinや水銀滴下電極で,'I山H等 .
一 が用いたの-と同丁や叫成の電解液 〔ethyl-alcohol

(50%),''M/'5(CHs)4NBr浴液~(10%). 扱街液

I(40%)〕中で道元し丈処,少雌 的な還元級が得られた｡

I.Lこの臥成で,Table,2に示す粒々の_pH ゐ芯街液を

~仙 .卜2こ埠0･1210でポーラ?､〆5>ムを捉った処,Fig･
IA.1-年にil-.･す様に稚々の還元汲を得た｡ こ11Lらの各種

･ lot;

l

柾田稜三,大野 L稔 (京都大学化学轡 折

l

の還元淡を粒々の点で比較検討し,分析にJii･適の経nl

技の pTJは3.0'pfお丘であることを知った｡I,tI2,DO

の S6rensen披街液を仙 車場合の砥解放の pIZは
約4であり,半汲'電位(N-甘兼う1;極基地)は約 -I.27

V.であったC

次にこのpH2･96の場合に於て,a--d1-tmns･.aue･

ーthrinの還元淡に卑ぽす温度の影響を政討したAB.孤
姥の上井と典に半汲電位は負に移行 L',又批訂,.jは

Fig･5及び式1に戻す様に蔽映的に増加した05obl:
ら300の問の扱高の温度係数は,､約 2.7%(50)から

約 手･6%･(390)である｡従って250附近で取舵の膨

宅劉こ基く誤差を士1%以内に留めるには,道元弧比を

少くとも 土0.50√以内に保つ必野がある｡智者呼のLJi!
立法では 25土0･50にr塊定ナ声｡
･p事!2･97の緩街液を用い,上述の唱解放組成で,

125土0.2｡に於でトi-dトtrans:alleth'rinの粒々の地
腔に放ける扱拓を測'li!した勉,ーその閑風土Fig･6及

1び式守に元す様に,箆捺軸の取成を通る拡祝で剤 )さ｣
れた｡従って比の関係式をmい逆に政市から問脈液中

q,サーdl-I;anslallethrinーの也皮を知ることができる｡
一般に∴立体異性体中光学展性体のポーラ.pグラム

t岬 -であるが,幾何異性体問ではBi･る切伽 ;あるo

all示 rin･には 16の理論立体典性体が考えられるが.

幾何異性体としては,所謂 とis及び tra'nsの二組で

ある｡分別ク.,マ1.グラフ法によ.? て措き呈した dl-

cis,traILs-,dl-cis一及び dlIra.ns-al!ethrinのポー

･ラログラムを.a-dl-tfanS-allethrinと同一の粂F'4-･で
振った批 Fig･7及び Tablè1 に示す様に,汲形.

･半枚電位及び改床と野市の関旅の何tLも同T･であう年.
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･し


